
  

地域づくりＮＥＷＳ第４３号の担当者は、第３班の皆さんです。 

 

  

 

  ・委員長  梅津 哲雄  ・副委員長 野村 正博  ・副委員長 中野 繁之 

  ・事務局長 新関 知己  ・事務局員 柴田千賀子  ・事務局員 佐藤裕美子 

  ・上北目  小笠原光蔵  ・下北目  那須 美行  ・一日町  高谷  斎 

  ・五日町  渡邊 喜信  ・三日町  小出浩太郎  ・駅 西  熊谷 浩幸 

  ・南小畑  後藤  健 

 今回の編集につきましては、天童市にも「まん延防止等重点措置」が適用されたため、

３班の皆さんから写真と原稿をいただいて事務局で編集させていただきました。 

 次の写真は、NPO法人 山形県自動車公益センターで募集した 第１２回やまがた

エコフォトコンテスト「みんなで選ぶ１枚WＥＢ投票」のうち、心に残したい「山

形の風景」部門で、約７０点の中から天童南部地域づくり委員の方が応募した作品

が見事入賞いたしました。おめでとうございます。 

        タイトル：【明治時代からの贈り物】 

解説：花火のような季節の風物詩は、その時しか観ることが出来ないが「天童織田の里 

   歴史館」は通年いつ訪れても、その場所で誰もが目にすることが出来る「山形の 

   風景」であるため、心に残したいと思い応募したもの。 
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 天童南部地域づくり委員会では、１０月３０日（土）に自分たちの地域を見つめなおす

「歴史文化学習会」を１６名参加のもと開催しました。 

 今年度は、観光ボランティア「天童駒（わらべこま）ガイド」による案内で市内にある

「松尾芭蕉の句碑」を２班に分かれて巡りました。 

 松尾芭蕉は、元禄２年（１６８９年）の７月１３日に羽州街道を通り、尾花沢から東根を

抜けて天童の地を訪れたとされ、「まゆはきを俤（おもかげ）にして紅粉（べに）の花」と 

「行く末は誰が肌ふれむ紅の花」を詠んだとされています。 

 松尾芭蕉については、忍者や隠密などという説もありますが、何はともあれ参加された皆

さんには様々な考え方を持ちながら、歴史ロマンに触れあっていただけたかと思います。 



いつも綺麗に除雪していただきまして

ありがとうございます。 

とても感謝しています。 

いきいきサロンでみとちゃんのマジック

ショーを楽しみました。 

仲町古札焼納祭を実施しました。 一日町公民館で敬老会のお祝い品贈呈。

誠におめでとうございます。 

どんと祭（御柴灯）を行いました。 五日町町内清掃を行い、綺麗になり

ました。 

排雪後の雪山は、子どもの遊び場に再利

用？ これもSDGsかな？ 

大雪のために、公園前に除雪グレーダー

で運び、公園内にロータリー車で飛ばし

ます。 

新型コロナウイルス感染症が減少してい

る間に「寿会忘年食事会」を開催しまし

た。 

  
 

 皆さんがお住いの町内会の中で、自慢で 

きるものや歴史的なものをご存じの方は 

「天童南部地域づくり委員会」までご連絡 

お願いします。 

 

＊問い合わせは市立天童南部公民館まで 

 お願いします。 

 

 TEL ：023-656-9595 

 E-mail：nanbu-p@ｃity.tendo.yamagata.jp 

駅西公園の除草作業を実施しました。 

町内会主催「輪投げ大会」に多くの皆さ

んが参加してくれました。 


